
会計
区分

無

有

長久手市行政評価票（A票：事業評価票）
事業番号 10 事業名 国際化事業 担当部課 くらし文化部たつせがある課

第６次総合計画・基本目標 　１　「やってみたい」でつながるまち
決算書
ページ

―

行政改革指針・重点課題 　― 一般会計

法定受託事務の有無 予算区分（款 － 項 － 目）

その他（関係計画、要綱等）
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2-1-10 国際化事業費

事業開始の背景、経緯等

平成4年度にベルギー王国ワーテルロー市との姉妹都市友好提携締結による青少年訪問団等を通じての交流や、平成6年
度に設立した長久手市国際交流協会の活動を支援するため、補助金を交付している。
近年は、在住外国人数の増加により、多文化共生の必要性が高まってきたため、令和2年度に長久手市多文化共生プラン
を策定し、多文化共生を推進する施策に取り組んでいる。

（両者と協働不可の場合はその理由）

①事業内容
（どんな活動を行うのか）

②アウトプット【活動指標】
（活動の結果、どうなるのか）

③中間アウトカム【成果指標】
（対象はどうなるのか）

④最終アウトカム
（市としてどうなるのか）

市民、在住外国人、留学生

国際交流や姉妹都市交流及び多文
化共生に関する事業を推進する

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
(2019) (2020) (2021) (2022) (2023)

予算 5,281 5,789 6,299 7,097 6,471

決算 4,354 4,304 6,005 7,074 -

人件費(B) 千円 決算 7,729 8,948 8,387 7,411 -

総コスト(C)＝(A＋B) 千円 決算 12,083 13,252 14,392 14,485 -

事業対象の数(D)
（R5年度は想定数）

人 4,706 1,846 4,145 10,040 10,200

対象あたりコスト（C/D)の
過去３年平均値

千円 3 4 4 4

中間アウトカム【成果指標】の数値設定
（事業の意図を反映する指標）

国際交流協会事業参加者総数 人 10,040 10,400 10,800

（指標の設定根拠） （数値目標の根拠：調査名、調査年など出典）

国際交流や多文化共生事業の参加者数は、市民の多文化共生意識の高まりを反映
する指標であると考えられる。

本市の外国人人口が少しずつ増加していることから、目標値も増加さ
せている。

（改善が必要なこと、改善の方法など）

非常時における切れ目のない支援を行う体制が整っていないことが課題。外国人の非常時に対する意識や必要とする情報
及びサポート、有効的な情報提供方法等を把握するために外国人へのヒアリングを継続する。

（事業の成果を高めるための事業の方向性）

外国人へのヒアリングやアンケート調査から防災、医療、福祉、子育て、外国人コミュニティの現状及び必要とされる支援を把握する。令和６
年度までに第二次長久手市多文化共生推進プランを策定し、行政、国際交流協会、大学、各種相談機関、企業等との協働により多文化共
生のための施策を進める。

市民・民間事業者との
連携協働の可能性

両者と協働可

（
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日本語教室をはじめとした、
国際交流協会と連携すること
による国際交流、多文化共生
事業の実施

国際交流や多文化共生への
理解が生まれ、日本人・外国
人双方にとって住みよいまち
になる。

国際交流や多文化共生事業
への市民の参加者数増

項目 単位 区分

事業費(A) 千円

進
捗
状
況

単位
【現状】

R４年度（2022）年実績
【目標①】

R６年度（2024）年実績
【目標②】

R８年度（2026）年実績

振
り
返
り

事業開始からの経緯など

国際交流協会事務局が独立したことで、外国人相談窓口の場づくりとしてリニモテラス公益施設でのイベント実施や事務局
窓口での相談体制が強化された。
多文化共生の庁内会議を設置し、外国人対応が多い課で課題や外国人支援に関する情報共有を行った。その結果、各課
から国際交流協会へ外国人に関する支援依頼が増加した。

令和４年度の成果

ワーテルロー市との姉妹都市提携30周年記念イベント「ベルギーワーテルローフレンドフェスinながくて２０２２」を実施し、約
1,000人が来場した。会場では30周年記念動画の上映や現地とのオンライン交流を実施し、姉妹都市に関する周知及び交流
を図ることができた。また、多文化共生に関する有識者会議及び庁内会議を継続していくことで、市内での取り組みの情報
共有や必要な時に各種相談機関と連携する体制づくりができている。

改善ポイント
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【誰を対象に】

【目的】

【今後の目標】

事務事業① 国際交流協会支援事業

活動指標 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

（事務事業の具体的な活動の指標） (2022) (2023) (2024) (2025) (2026)

見込 1,500 1,950 2,000 2,050 2,100

実績 1,883

見込 2,900 6,300 6,400 6,500 6,600

実績 6,198

見込 22 22 24 24 26

実績 18

＜備考：活動の概要（R４年度(2022)）＞

コスト投入 現状維持

事務事業② 多文化共生社会事業

活動指標 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

（事務事業の具体的な活動の指標） (2022) (2023) (2024) (2025) (2026)

見込 10 30 10 10 10

実績 10

見込 5 7 7 7 9

実績 7

見込

実績

＜備考：活動の概要（R４年度(2022)）＞

コスト投入 現状維持

事務事業③

活動指標 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

(2022) (2023) (2024) (2025) (2026)

実績

見込

実績

見込

実績

＜備考：活動の概要（R４年度(2022)）＞

コスト投入

単位 区分

(1) 運営に携わる市民の人数 人

(2)

【アクションプラン（総合計画）の
指定の指標】

国際交流協会が実施する多文化共生
推進事業への参加者数〔単年〕

人

(3) 国際交流協会実施事業数 事業

今後の方向性 拡充
国際交流フェスタ、くーてとーく、ベルギーワーテルローフレンドフェス、日本語教室（木土日）、日本語ボランティア入門講
座、日本語教室愛知県立大学合同研修、災害サバイバルフェス、NIA集いの広場、学校日本語学習サポート、外国人相談、
英語絵本読み聞かせ、日本文化紹介、ホームステイ（椙山女学園、愛知県立大学）、HP運営、情報誌及びチラシ発行

単位 区分

(1) 運営に携わる市民の人数 人

(2)
【アクションプラン（総合計画）の

指定の指標】
多文化共生推進事業実施数〔単年〕

回

(3) 人

今後の方向性 拡充

長久手市多文化共生推進会議（有識者会議、２回開催、延べ17人出席）、長久手市多文化共生推進連絡会議（庁内会議、2
回開催、のべ20人出席）、学校への日本語学習サポーター派遣

区分

(1) 運営に携わる市民の人数 人

(2)
【アクションプラン（総合計画）の

指定の指標】

(3)

今後の方向性
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